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寄贈品 

○ モニタ付顕微鏡 

○ 電子てんびん 

○ 電子てんびんＡＣアダプタ 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

○ モニタ付顕微鏡 

 ２年生の生物の学習で使用。植物のからだのつくりの単元で使用し、生徒

に観察対象を示したり、観察画像を保存して次時の考察やまとめに使用した

り、毎時間利用している。また、場合によっては、生徒実験中に数名に出て

きてもらって、本顕微鏡を使用しての観察をさせている。 

 生徒用の顕微鏡より明瞭な画像で見ることができ、横にいる人や教室内の

他の生徒にも、タブレットや教室のＴＶに画像を出すことで細胞などの観察

に対する興味も高まり、細部までスケッチできていた。 

○ 電子てんびん 

 化学分野の生徒の定量実験に使用している。各班に電子天秤があること

で、実験が手早くスムーズに流れていき、測定回数を増やすことができたこ

とで、より変化が分かりやすく、グラフ等の作成もしやすかった。 

申請当初の 

目的達成状況 

 タブレット付きの顕微鏡の効果が高い。観察対象を示すだけでなく、ピン

トの深さ(位置)による見えるものの違いなど、これまで操作説明しにくかっ

たことがスムーズにできた。 

教育的効果につい

て所見等 

 タブレツト付きの顕微鏡を、常時理科室に設置して、教室ＴＶに接続して

説明できることの効果が高い。また、記録した画像を次時の考察やまとめに

も利用でき、利便性が高い。 

 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

 顕微鏡は大型のため、教室間の移動には適さない。電源やＴＶモニターの接続も必要なので、各理科実験

室に１台ずつＴＶモニター横に常時設置するのが理想である。また、細かい部分を説明するには、理科室で

は現在のＴＶモニターでは画面サイズが小さい。大型のＴＶモニターの導入をはかりたい。 

 

 

 


